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東京アールアンドデーは研究・試作車両などの
受託製作、モビリティ全般に関わる研究開発を
行なう技術者集団。少量生産スポーツカーや各
種電気自動車を開発する一方、モータースポー
ツにも積極的に関わる。

2021年の段階で検討されていたボディカウルのデザインはその後、22年の最終仕様
へと進化した。車体中心線から550㎜の位置に側面衝撃吸収構造体を収めつつ、前
方からの空気の流速を落とさず後方へ流して空力性能を両立させるため、22年型で
はノーズ下面がえぐられ、サイドポンツーンが前下がりになったうえで上面に上半
角がつけられている。前方からの空気はサイドポンツーン上面のボディ側を高速で
通り抜けてリヤウイングへ向かっていることが、CFDのデータからも確認できる。
掲載の図では、ボディ表面の色が明るいほど流速が高いことを示す。棒グラフは、
各種ボディ形状、トレッド、レーキのバリエーションについてL/Dを解析した結果。

さ
１
５
０
㎜
で
、
長
さ
は
ス
テ
ア
リ
ン
グ
ホ

イ
ー
ル
か
ら
燃
料
タ
ン
ク
背
面
ま
で
の
範

囲
）
が
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
に
収
ま
ら
な
く

な
る
。
開
発
陣
は
、
現
在
の
車
両
規
定
で
は
、

Ｆ
Ｉ
Ａ
‐
Ｆ
４
車
両
規
定
で
定
め
ら
れ
た
側

方
貫
通
パ
ネ
ル
を
備
え
た
サ
バ
イ
バ
ル
セ
ル

構
造
な
ら
ば
側
面
衝
撃
吸
収
構
造
体
を
設
け

な
く
て
も
良
い
と
定
め
ら
れ
て
い
る
点
に
着

目
。
Ｕ
Ｏ
Ｖ
Ａ
モ
ノ
コ
ッ
ク
に
側
方
貫
通
パ

ネ
ル
を
組
み
込
ん
で
Ｆ
Ｉ
Ａ
‐ 

Ｆ
４
基
準

を
満
た
す
補
強
を
行
な
う
こ
と
も
検
討
し
た
。

こ
う
す
れ
ば
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
の
デ
ザ
イ

ン
に
自
由
度
が
広
が
り
、
前
方
を
絞
り
込
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
ら
だ
。

　
だ
が
、
補
強
に
は
コ
ス
ト
が
か
か
る
上
、

既
存
Ｕ
Ｏ
Ｖ
Ａ
モ
ノ
コ
ッ
ク
に
互
換
性
を
確

保
し
て
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
促
す
必
要
も
あ
っ

た
た
め
、
Ｕ
Ｏ
Ｖ
Ａ
モ
ノ
コ
ッ
ク
自
体
に
対

す
る
補
強
は
見
送
る
こ
と
に
。
Ｒ
Ｄ
10
Ｗ
同

様
、
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
前
端
幅
を
広
げ
、

サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
内
に
規
定
サ
イ
ズ
の
側

面
衝
撃
吸
収
構
造
体
を
設
置
し
た
う
え
、
サ

イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
形
状
を
工
夫
し
て
、
空
力

特
性
を
向
上
さ
せ
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
た
。

　
空
力
性
能
は
ム
ー
ン
ク
ラ
フ
ト
の
神
瀬
太

亮
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
20
％
モ
デ
ル
に
よ
る
風
洞

実
験
と
Ｃ
Ｆ
Ｄ
に
よ
る
解
析
を
行
な
い
、
磨

き
上
げ
ら
れ
た
。
最
終
的
に
は
Ｒ
Ｄ
10
Ｗ
と

比
較
し
て
98
％
の
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ス
を
確
保

し
な
が
ら
ド
ラ
ッ
グ
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
り
、

Ｌ
／
Ｄ
で
６
％
の
向
上
を
実
現
。
空
力
開
発

過
程
で
得
ら
れ
た
知
見
は
東
京
ア
ー
ル
ア
ン

ド
デ
ー
か
ら
追
っ
て
公
開
さ
れ
る
予
定
で
、

シ
リ
ー
ズ
全
体
で
の
技
術
向
上
を
目
指
す
。

　
近
年
、
Ｊ
Ａ
Ｆ 

Ｆ
４
で
は
後
付
け
の
パ

ド
ル
シ
フ
ト
化
が
模
索
さ
れ
て
き
た
が
、
Ｒ

Ｄ
22
Ｗ
で
は
イ
ケ
ヤ
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
が
開
発

し
た
パ
ド
ル
シ
フ
ト
シ
ス
テ
ム
が
搭
載
さ
れ

る
。
こ
れ
に
伴
う
電
子
ス
ロ
ッ
ト
ル
化
に
よ

り
、
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル
や
ク
ラ
ッ
チ
ペ
ダ
ル

の
負
荷
が
低
減
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
軽

量
化
を
検
討
中
。
冷
却
性
能
に
つ
い
て
は
、

Ｒ
Ｄ
10
Ｗ
同
等
の
も
の
を
確
保
し
た
う
え
で
、

ラ
ジ
エ
タ
ー
の
取
り
付
け
位
置
を
前
進
さ
せ
、

前
後
重
量
配
分
も
改
善
さ
れ
た
。
Ｒ
Ｄ
22
Ｗ

は
23
年
の
シ
リ
ー
ズ
第
２
戦
あ
た
り
を
目
標

に
実
戦
テ
ス
ト
を
行
な
い
、
結
果
を
踏
ま
え

て
受
注
と
デ
リ
バ
リ
ー
が
始
ま
る
予
定
だ
。

在
、
Ｊ
Ａ
Ｆ 

Ｆ
４
の
新
型
車
両
が

開
発
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
新
た
に
車

両
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
株
式
会
社

東
京
ア
ー
ル
ア
ン
ド
デ
ー
。
言
わ
ず
と
知
れ

た
、
国
内
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
コ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
雄
で
あ
る
。
同
社
が
Ｊ
Ａ
Ｆ 

Ｆ
４

を
開
発
す
る
の
は
２
０
１
０
年
に
発
売
し
た

Ｒ
Ｄ
10
Ｗ
以
来
、
12
年
ぶ
り
の
こ
と
。
な
ぜ
、

東
京
ア
ー
ル
ア
ン
ド
デ
ー
は
12
年
後
の
い
ま
、

Ｊ
Ａ
Ｆ 

Ｆ
４
開
発
に
着
手
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
背
景
に
は
、
一
時
期
は
参
加
車
両
が

減
少
し
て
シ
リ
ー
ズ
自
体
、
存
続
が
危
ぶ
ま

れ
た
Ｊ
Ａ
Ｆ 

Ｆ
４
の
参
加
台
数
が
近
年
増

加
傾
向
に
転
じ
、
日
本
独
自
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

と
し
て
再
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
が

あ
る
。
東
京
ア
ー
ル
ア
ン
ド
デ
ー
自
体
も
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
わ
る
研
究
開
発
を
行
な
う

企
業
と
し
て
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
や
シ
ャ
シ

ー
を
含
む
車
両
全
体
を
開
発
し
、
性
能
を
競

現

ノ
コ
ッ
ク
で
あ
る
Ｕ
Ｏ
Ｖ
Ａ
を
用
い
、
新
た

に
開
発
し
た
ア
ー
ム
、
ダ
ン
パ
ー
を
含
む
サ

ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
と
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ル
を
組
み
合

わ
せ
た
も
の
と
な
る
。

　
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
は
、
空
力
デ
ザ
イ
ン
同

様
、
現
行
規
定
を
活
か
し
て
ワ
イ
ド
ト
レ
ッ

ド
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ピ
ロ
ボ
ー
ル
締
結

部
の
構
造
を
改
め
た
新
設
計
の
ア
ッ
プ
ラ
イ

ト
に
よ
り
有
効
ス
ト
ロ
ー
ク
を
増
や
し
、
縁

石
が
高
め
と
な
っ
て
い
る
近
年
の
サ
ー
キ
ッ

ト
へ
の
対
応
を
含
め
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
幅
が

広
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
ド

ラ
イ
バ
ー
に
も
扱
い
や
す
い
よ
う
、
キ
ャ
ス

タ
ー
ト
レ
ー
ル
を
調
整
し
て
操
舵
力
を
軽
減

す
る
改
良
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ル
は
、
Ｌ
／
Ｄ
（
揚
抗
比
。

ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ス
と
ド
ラ
ッ
グ
の
比
率
）
を

向
上
さ
せ
つ
つ
、
姿
勢
変
化
に
よ
る
空
力
特

性
の
変
動
を
抑
制
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
。
Ｒ
Ｄ
10
Ｗ
開
発
後
に
改
定
さ

れ
た
車
両
規
則
に
基
づ
き
、
フ
ロ
ン
ト
ウ
イ

ン
グ
幅
を
１
０
０
㎜
拡
大
す
る
と
と
も
に
、

取
り
付
け
位
置
を
１
０
０
㎜
前
進
さ
せ
た
。

　
開
発
の
過
程
で
は
、
エ
ン
ジ
ン
上
部
に
エ

ア
ボ
ッ
ク
ス
を
置
き
、
吸
気
を
ド
ラ
イ
バ
ー

空力性能と“使い勝手”
東京アールアンドデー開発中の新型車両、ストロングポイントは

新ボディ形状 2021年最終仕様 新ボディ形状 2022年仕様

先代比でL/Dを６％向上

の
頭
上
か
ら
行
な
う
シ
ン
グ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル

仕
様
も
試
さ
れ
た
。
エ
ン
ジ
ン
カ
ウ
ル
横
に

４
連
ス
ロ
ッ
ト
ル
の
イ
ン
テ
ー
ク
マ
ニ
ホ
ー

ル
ド
と
イ
ン
ダ
ク
シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス
が
突
き

出
す
現
行
仕
様
よ
り
も
ド
ラ
ッ
グ
が
低
減
さ

れ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
た
が
、
興
味
深
い
こ

と
に
解
析
の
結
果
、
リ
ヤ
ウ
イ
ン
グ
効
率
が

悪
化
し
て
、
む
し
ろ
Ｌ
／
Ｄ
が
低
下
す
る
傾

向
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
、
Ｒ
Ｄ
22
Ｗ
で

は
Ｒ
Ｄ
10
Ｗ
同
様
、
４
連
ス
ロ
ッ
ト
ル
の
吸

気
系
を
横
出
し
す
る
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
た
。

　
当
初
、
空
力
性
能
向
上
の
た
め
サ
イ
ド
ポ

ン
ツ
ー
ン
形
状
が
見
直
さ
れ
る
過
程
で
、
前

端
形
状
を
絞
り
込
む
デ
ザ
イ
ン
も
検
討
さ
れ

た
。
し
か
し
、
前
端
の
幅
が
狭
ま
る
と
、
現

在
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
内
に
設
置
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
側
面
衝
撃
吸
収
構
造
体
（
高

RD10Wユーザーのひとり、33号車中島功は2020年F4 JAF
地方選手権を獲っている（写真は22年第１戦もてぎ）。（as）
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RD22Wは2023年第２戦を目標に
実戦でのテストを予定

L/D（CFD）

構
造
お
よ
び
側
面
防
護
体
に
関
す
る
技
術
支

援
は
東
レ
・
カ
ー
ボ
ン
マ
ジ
ッ
ク
株
式
会
社
、

パ
ド
ル
シ
フ
ト
と
ダ
ン
パ
ー
開
発
は
株
式
会

社
イ
ケ
ヤ
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
、
実
戦
に
向
け
た

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
は
株
式
会
社
ア
イ
エ
ス
ピ
ー

が
担
当
し
、
テ
ス
ト
ド
ラ
イ
ブ
は
株
式
会
社

フ
ァ
ー
ス
ト
ガ
レ
ー
ジ
の
中
か
ら
２
０
２
２

年
シ
リ
ー
ズ
で
活
躍
し
た
選
手
を
起
用
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。
あ
る
意
味
、
国
内

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
界
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
キ

ャ
ス
ト
と
も
言
え
る
布
陣
だ
。

　
Ｒ
Ｄ
22
Ｗ
は
、
先
代
の
Ｒ
Ｄ
10
Ｗ
同
様
、

10
年
に
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ａ
（
日
本
自
動
車
レ
ー
ス
工

業
会
）
が
開
発
し
た
ソ
リ
ッ
ド
カ
ー
ボ
ン
モ

う
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
フ
ル
ビ
ー
ク
ル
技
術

を
新
し
い
世
代
へ
継
承
す
る
こ
と
が
急
務
と

な
っ
て
き
て
い
た
。
ま
た
、
機
密
性
の
高
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
多
く
扱
う
と
い
う
企
業
特

性
上
、
外
部
へ
向
け
た
積
極
的
な
情
報
発
信

に
は
限
界
が
あ
り
、
企
業
価
値
の
訴
求
や
人

材
確
保
の
面
で
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
Ｊ
Ａ

Ｆ 

Ｆ
４
車
両
開
発
は
そ
れ
ら
を
解
決
す
る

た
め
の
テ
ー
マ
と
し
て
適
し
て
い
た
。

　
新
た
な
車
両
は
「
Ｒ
Ｄ
22
Ｗ
」。
こ
れ
を

開
発
す
る
に
あ
た
り
、
東
京
ア
ー
ル
ア
ン
ド

デ
ー
は
岸
本
裕
部
長
が
リ
ー
ド
す
る
協
業
体

制
を
と
っ
た
。
空
力
性
能
確
認
は
ム
ー
ン
ク

ラ
フ
ト
株
式
会
社
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
モ
ノ
コ
ッ
ク

TOKYO R&D

TOKYO R&D

TOKYO R&D

TOKYO R&D
TOKYO R&D

TOKYO R&D

先代

RD22W
最新仕様

ムーンクラフトでのCFDは株式会社ソ
フトウェアクレイドルの『scFLOW 
Unlimited』を用いて、１億セル近い大
規模な解析が実施された。入門フォー
ミュラのためディフューザーや積極的
な縦渦利用がなく、前後ウイングがダ
ウンフォースの主な発生源とされるた
め、比較的低コストなRANSモデルと
呼ばれる手法が適用された。


